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市民記者が行く！！市民記者が行く！！

市の人口　６月１日時点　●総人口 49,611人（前月比－４）　●男 25,021人（前月比＋２）　●女 24,590人（前月比－６）　●世帯数 21,653世帯（前月比＋５）

かめやま見てある記

このコーナーでは、元気な亀山っ子の写真を

募集しています。掲載を希望する人は、

広報秘書グループ（☎84－5021）へご連絡ください。

関中学校新校舎関中学校新校舎

市民記者　瀬永　千恵子さん

ワクワクする事、たくさんしようね♡

植えに来たりしています。
　メディアセンター（図書館）を併設した多目的
ホールには、８本の丸太柱が構造体として広々と
した空間を作り出しています。こ
の柱は加太の山から切り出したも
ので、ごつごつした風合いをその
まま残しています。ここでは、出前
授業の講座が行われたり、現在は
中止していますが、毎日の全校で
の給食もこちらで行われています。
　教室も新校舎の中にあり、木の温かい雰囲気の
中、今日も関地区の中学生たちが勉学にいそしん
でいる地域に愛される学び舎です。

　旧東海道の宿場町としては唯一、重要伝統的建
造物群保存地区に指定されている江戸から数えて
47番目の宿場町、関宿。関のまちなみには200軒あ
まりの町屋が残されており、今も生活の場となっ
ています。関の山車がまちなみを走る関宿祇園夏
まつりや、大名行列の出る関宿街道まつりで訪れ
たことのある方も多いのではないかと思います。
　今回紹介する関中学校は、関のまちなみの北側
にあります。その新校舎は、新築には珍しい「木造

校舎」で、関のまちなみを
表現した形で作られてい
ます。
　右上の２つの写真は、左
が関中学校の中庭、右が
実際の関のまちなみです。

道の形状や建物の雰囲気がとてもよく似ています。
また、関中学校の中庭の奥に見える小山が、まちな
みから見える鈴鹿の山並みのようにも見えます。
　関中学校の中庭では吹奏楽部のコンサートが開
かれたり、こども園の園児たちがチューリップを
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姉弟仲良く元気に育ってね！

関中学校の中庭 関のまちなみ
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輝 く　ん（左）　令和元年11月11日生まれ
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希 ちゃん（右）　平成29年10月10日生まれ


